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分母 2以上3未満
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(3)　3つの目の積が３の倍数にならないのは,  ３つの目のそれぞれが,  1, 2, 4, 5 のときだから

　4×4×4=64(通り)。よって, ３つの目の積が３の倍数になるのは,  6×6×6－64=152(通り)。

　次に３つの目の積が30の倍数になる場合を考える。

（ア）３つの目のうち２つが 5 と 6 の場合

　残りの１つが 1, 2, 3, 4 のときはそれぞれ 6 通り,  残りの１つが 5, 6 のときはそれぞれ 3 通り

　よって,  4×6+2×3=30(通り)

（イ）３つの目のうち１つが 5 で, 残りの２つの目に 6 を含まない場合

　残り２つは,  2 と 3 または 3 と 4 であり,  それぞれ6 通りだから 2×6=12(通り)

　よって,  ３つの目の積が30の倍数にならないのは

　6×6×6－(30+12)=174(通り)

　

3の倍数 30の倍数でない

　　通り        通り

４
(1) (2) 奇数 (2) 5の倍数

　　通り         通り 　　通り
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9

8

9

625

6

2.75 =
11

4
であり 2025 ÷ 11 + 4 = 135 だから

11×135

4×135
=

1485

540
より, 約分する前の分母は 540

次に,  2025÷ 2+ 1 = 675 だから
2

1
=

2×675

1×675
=

1350

675

2025 ÷ 3 + 1 = 506.25  であり,  
2025−506

506
=

1519

506
=3.0019⋯ ,

2025−507

507
=

1518

507
=2.9940⋯ だから

2 以上 3 未満の分数は, 
1350

675
,
1351

674
, ⋯ ,

1517

508
,
1518

507
であり,  675 − 507 + 1 = 169(個)

1224 480 732
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6 27 91

1012 14

152 174

540 169


